








1.研究目的

　ヒトにおいて,黄体遺残による月経異常の有無に関しては,種々論議されてい

るが,実地臨床面において,その存在を全く否定しえない印象をうける症例に遭

遇することもある。また,着床不全などの極く早期流産が,外見的に月経異常と

して実地臨床の対象となることも稀ならずある。これらの鑑別は必ずしも容易

でないが,いずれにしろ,このような黄体遺残ないしは存続による月経異常と,

次回妊娠および胎児との関連性については,検討の余地があるとみなされる。


